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小説全集第8巻 四世同堂 (上)』『老舎小説全集第 9
巻 四世同堂(中)』『老舎小説全集第 10巻 四世同堂
(下)』 (学習研究社・1982)であり, もう一つは『老舎



















































(2)「『四世同堂』と老舎J波多野太郎(pp 697 722,   (6)
横浜市大論叢 11・2・3)             (7)
(3)「ユーモア」については,拙稿「老舎『老張的哲    (8)
学』私論」(集刊東洋学第五十七号)拙稿「老舎    (9)
『趙子国』試論J(八戸工業大学紀要第9巻)「老   (10)
舎『二馬』試論」(八戸工業大学紀要第 10巻)等   (11)
が,「悲劇Jについては「老舎『微神』と『月牙
児』の悲劇について」(東北大学中国語学文学論
集第6/7合併号)等がある。           (12)























































































































『老舎全集4 四世同堂』「29」pp 360 361
『老舎全集4 四世同堂』「30」pp 351
(21)『老舎全集4 四世同堂』「30」pp 354
(22)『老舎全集4 四世同堂』「37」pp 449 450
(23)『老舎全集4 四世同堂』「35」p422
(24)『老舎全集4 四世同堂』「38」p.463
(25)『老舎全集4 四世同堂』「50」p659
(26)前作『火葬』との比較はいずれ行わなければな
らいと考えている。この『四世同堂』と『火葬』
の違いという点では, この「対比」表現を挙げ
ることもできるかもしれない。この違いは,本
論考から考えると,『四世同堂』の舞台が北京で
あり,『火葬』は舞台が架空の都市,文城である
というところにも関わってゆく。なお,老舎は,
『火葬』の「序」で,作品が失敗作だと述べ,そ
の失敗の一つに,舞台を文城という架空の都市
にしたことを挙げている,のである。今後の課
題としておく。
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